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 十数年前のことですが、当時私が勤めていた小学校が、横浜市にある全校児童が８００人を超

える大きな小学校と交流していました。私たちがその小学校を訪問した時のことです。 

 歓迎式があり、体育館に案内されました。そこに８００人以上の児童と教職員が入るので、「ぎ

っしり」という感じでした。ですから私たちが体育館に入ってもざわざわしていて、席に着いて

もそのざわざわが続いていました。しかし、司会の児童が「これから歓迎会をはじめます」と言

った瞬間、「すーっと」ざわざわが止んだのです。「ぴたっと」ではなく。「すーっと」でした。こ

れは司会の児童のアナウンスに気付いた人が、まず話を止め、それに気付いた周囲の人たちが、

あっという間に話を止めたことによるものでした。 

 ところで、６月の当校の児童朝会でも同じような光景が見られました。「静かにしてください」

という注意のアナウンスが１回もされることなく、話が始まると、自然と静かになり、集中して

話を聞く姿勢が見られたのです。私は褒めました。同時にうれし

くなりました。 

 新井中学校区の１中学校と４小学校では、授業で子どもたちの

高め合う学びが成立するためには、「きく力」と「話す力」を身に

付けることが大切とし、以下のポイントを児童生徒の実態に応じ

て指導することにしています。これらは、家庭内や一般社会でも

十分通用するポイントだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全校集会でこの成果の一端を見ることができたと感じ、うれしくなったのです。今度授業参観

の機会には、上の観点で子どもたちの様子を見てください。そして、2 学期の学校評価アンケー

ト等で評価や感想をお伝えいただければ幸いです。 

新井中央小だより  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://azalea.ac.city.myoko.niigata.jp/araich-s/otayori/index.html 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ       chuou@ac.city.myoko.niigata.jp 

自分もみんなも 明るく うれしく よかったね ７月号  

201７（平成2９）年７月2１日 

No.212 

○「きく力」６つのポイント 

 １ 口をとじて 最後まできく       ４ 大事なことは何かを考えながらきく 

 ２ 話している人に顔を向けてきく     ５ 話す人の思いを考えながらきく 

 ３ 返事をしたりうなずいたりしてきく   ６ 自分の考えと比べながらきく 

○「話す力」の３つのポイント 

 １ 大きな声ではっきりと話す  ２ 相手の顔を見て話す  ３ 自分から進んで話す 

 



 

 

                                 6月 19日(月)～23日(金) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【お知らせ】 8 月 14 日（月）、15 日(火)は、学校を閉庁とさせていただきます。 

緊急の御連絡がある場合は、松永校長（℡025-524-2766）か村治教頭（℡025-522-0298）にお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県いじめ相談メール ijime@mailsoudan.org   県いじめ相談電話 025-526-9378（毎日 24時間受付） 

 
8／29（火） 2学期始業式 児童下校11:45 

30日（水）  給食開始  クラブ活動 

9／1（金） 芸術鑑賞教室（午前 低学年） 

４日（月） 教育実習開始 

７日（木） 5年生宿泊体験学習（妙高自然の家）～８日 

８日（金） 3年生PTC活動 

11日(月)  諸費引き落とし日 

13日（水） クラブ活動 

14日（木） なかよし朝会           

16日（土)  市児童生徒理科作品展(～18日) 

18日（月） 敬老の日 

21日（木） 市親善陸上大会 （予備日22日） 

23日（土） 秋分の日 

24日（日） 中央小っ子カップ 

27日（水） 市科学研究発表会 

29日（金） 学習参観～人権教育、同和教育を学ぶ会 

 

7月25日(火)から8月28日(月)までの、夏休みが始まり

ます。子どもたちが健やかに・安全に、家庭や地域で過ご

せるよう学校で指導しました。 

一人一人が大切な「新井中央小の子」です。お家の方は

勿論、地域の皆様で見守り、挨拶を交わし、よい行動を褒

め、望ましくない言動にはその場で直接お声掛けをくださ

るようお願いします。 

今年で 10 回目を迎えた妙高フレンドスクー

ルが、国立妙高青少年自然の家で行われ、新井

中学校区の6年生が全員参加しました。 

5 日間の共同生活とダンスフェスティバル

などの様々な充実した活動を通じて、絆を深め

合いました。最終日には、別れを惜しむ姿が多

く見られました。 

H29 第 1回「人権教育、同和教育を学ぶ会」 

 13:30~ 授業公開（1~5年生 全学級） 

 14:30~ 講演  

mailto:ijime@mailsoudan.org

